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とき／ 2月 25日（土）、26日（日）
　　　第1部　12：15～13：30（開場 11：30）
　　　第2部　15：00～16：15（開場 14：15）
ところ／韮山時代劇場　大ホール
チケット／指定席 3,000 円　自由席 2,500 円
※伊豆長岡見

け ん ば ん

番で 1月 4日（水）から販売

出店（大ホールロビー）
・お茶席（抹茶・菓子付き）
　※事前予約、各公演限定 30杯
・温泉まんじゅうの詰め合わせ販売
・まゆ玉飾り、つるし飾り雛の特別展示

今年は装いも新たに、伊豆長岡芸妓連の舞台公演を開催します。
今までの芸妓まつりとはひと味もふた味も違う、艶やかな踊りをぜひご覧ください。

伊豆長岡温泉　

　伊豆あやめ座‐華の宴‐ 問 伊豆長岡見番（伊豆長岡芸能事業協同組合）
☎ 055-947-1355（10：00 ～ 17：00）

図書館ホームページ  http://www.izunokuni.library-town.com/　問 中央図書館　☎ 0558-76-5566

中央図書館  1 日（日・祝）～ 4
日（水）、9日（月・祝）、16 日（月）、
23 日（月）27 日（金）、30 日（月）

韮山図書館  1 日（日・祝）～ 4日
（水）、9日（月・祝）11 日（水）、
18 日（水）、25 日（水）、27 日（金）

1 月 の
休 館 日

オリンピック 4連覇のレスリング
の選手が、折りに触れて発した言
葉の数々。自らを奮い立たせ、壁
を乗り越える決意、支えてくれる
人への感謝、道を究める覚悟など。
そして勇気をもらった家族・恩師・
仲間の言葉。　　　　　　【中央】

『一日一日、強くなる』
伊調馨（著）

今月のおすすめ　～アスリート魂～

トップアスリートたちは、どのように
考え、行動しているのか。年初めの目
標設定にあたり参考にしてみては。

毎月最終金曜日は、中央図
書館も韮山図書館も館内整
理日のためお休みです。開
館中に行うと、利用者のみ
なさんのご迷惑になるよう
な作業をこの日に行いま
す。本棚の整理や本の点検
などのほか、図書館システ
ムの調整なども行う図書館
のメンテナンス作業日です。

■館内整理日って何？

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

日 日 強くなる

標

「天才」と呼ばれる陰には、人知れ
ぬ「努力」と独特の「考え方」があっ
た。超一流騎手による、プレッ
シャーへの対処法、「負け」の捉え
方。腐らず、妬まずに。いいときも、
おごらずに。　　　　　　【韮山】

『「勝つ」ための思考法』
武豊（著）

ための思考法

■ 1月のおはなし会
※いずれも土曜日

中央図書館
　14 日 11：00 ～
韮山図書館
　14 日、28 日 14：00 ～
あやめ会館
　21 日 10：30 ～

■『限界の正体―自分の見えない壁から抜け出す方法』為末大（著）【韮山】
■『私の失敗 純情篇・激情篇』サンケイスポーツ運動部（編著）【韮山】
■『頂点への道』錦織圭、秋山英宏（著）【中央】
■『負けない自分になるための 32のリーダーの習慣』澤穂希（著）【韮山】
■『僕は自分が見たことしか信じない』内田篤人（著）【韮山】
■『心を整える―勝利をたぐり寄せるための 56の習慣』長谷部誠（著）【中央】

幕末鳥取藩の挑戦　由良台場

文化財通信
その139

問 市役所文化財課
☎ 055-948-1428
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鳥取藩台場位置図

現在の由良台場 1
（北栄町教育委員会提供）

浦冨台場跡
浜坂台場跡

賀露台場跡
橋津台場跡

由良台場跡

赤碕台場跡
淀江台場跡

境台場跡

現在の由良台場 2
（北栄町教育委員会提供）


